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11
月
27
日
（
木
）、
市
自
治
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
『
市
政
を
話

し
合
う
会
』
が
市
役
所
で
開
か
れ
、
加
山
市
長
と
本
会
役
員
・
理
事

（
22
名
）
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
加
山
市
長
か
ら
政
令
指
定
都
市
移
行
に
向
け
た
取
り
組

み
や
行
財
政
運
営
の
見
通
し
、
将
来
都
市
構
想
を
含
め
た
市
政
全
般

に
わ
た
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
『
政
令
市
を
見
据
え
た
区
名
の
考
え
方
』、『
災
害
時
の

避
難
所
運
営
』
や
『
消
防
団
活
動
』
な
ど
の
市
民
の
安
全
に
係
わ
る

こ
と
や
『
高
齢
者
の
社
会
参
加
、医
療
費
問
題
』
や
『
本
市
の
将
来
像
』

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
自
治
会
活
動
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
が
、
平
成
21
年

２
月
７
日
（
土
）
相
模
原
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
自
治
会
活
動
に
従
事
さ
れ
、
心
の

か
よ
い
あ
う
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
地
域
の
福
祉
向
上
に
寄

与
さ
れ
た
方
に
、
相
模
原
市
が
そ
の
ご
尽
力
に
対
し
て
感
謝
の
意
を

表
す
も
の
で
す
。

　

22
地
区
の
各
自
治
会
連
合
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
49
名
の
方
が
市
長

か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

受
賞
者
の
皆
さ
ん

小
　
　
山

渡
辺　

久
次

石
井
今
朝
太

清
　
　
新

野
島　

達
彦

武
田　

邦
雄

田
口　

政
市

田
口　

武
雄

内
田　

久
元

中
　
　
央

岩
本　

葊
之

池
田　
　

稔

榎
本　

光
男

星 

が 

丘

濱
田　

快
國

光 

が 

丘

村
山　
　

弘

関
根　

和
夫

橋
　
　
本

古
川　

俊
夫

髙
野　

義
宣

大 

野 

北

照
本　

清
治

金
子　

明
夫

大 

野 

中

八
木　

忠
吉

松
本　

勝
美

大 

野 

南

嶋
田　

由
男	

和
田　

朗
子

渡
邉　

浩
行

中
山　

幸
𠮷

川
上　

清
茂

瀨
戸　

量
平

麻
　
　
溝

井
上　
　

滿

座
間　

九
一

小
泉　

和
義

大
友　

寛
吾

清
水　

平
八

關
山　

長
成

矢
野
太
重
郎

相 

模 

台

渡
辺　

一
代

吉
田
サ
チ
子

小
林
シ
ゲ
子

加
藤　

達
積

布
川　

武
義

瀨
川　

捷
三

平
本
フ
ジ
江

海
谷
兵
次
郎

相 

武 

台

相
馬　
　

讓

東
　
　
林

野
口　

秀
光

川
島
久
美
子

岸　
　

正
英	

平
島　
　

茂

相 

模 

湖

江
藤　

堅
一	

長
谷
川

司

藤
　
　
野

杉
本　

壯
一	

佐
藤　

任
弘

が
開
か
れ
ま
し
た

『
市
政
を
話
し
合
う
会
』

『
市
政
を
話
し
合
う
会
』

『
市
政
を
話
し
合
う
会
』

『
市
政
を
話
し
合
う
会
』

『
自
治
会
活
動
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
』

　
　

49
名
の
方
へ
市
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

１　市道宮原中野（旧町道2－13号線）の改良工事につ
いて

２　河川の崖崩れ対策について
３　広域道路整備について
４　日常の道路交通・安全対策について
５　交通システムの改善について

１　政令指定都市に向けた山間地域における緑と水の環
境保全計画について
⑴中道志川流域における水辺環境保全事業計画について
⑵サル、イノシシ等の有害鳥獣捕獲対策について
⑶ヤマビル対策事業について

２　青根地域振興策の課題解決について
⑴「北丹沢文化の森アクセス道路の整備」について
⑵「道志川流域の環境整備」について

３　政令指定都市に向けた各種の疑問について
⑴政令指定都市について
⑵都市計画区域区分（線引き）について

４　バス路線について
５　消防サイレンの吹鳴について
６　ヘリポートについて

１　市職員の自治会活動への参加について
２　市社会福祉協議会の賛助会費のあり方について
３　地上デジタル放送への対応について
４　高齢者世帯（災害弱者）等の把握について
５　防災対策について
⑴消火栓の充実について
⑵護岸の崩落対策について
⑶消防団員の確保の問題について
⑷津久井湖ゴルフ倶楽部の緊急避難所としての位置づ
けについて

６　三井大橋歩道橋について

１　生ごみの収集回数について
２　交通網の充実について
３　緊急災害時自主防災組織への緊急対応のあり方につ
いて
⑴緊急災害時の連絡体制について
⑵避難建物の耐震強度等について
⑶防災資機材について
⑷避難先の開錠について

４　自治会集会所増改築に係る補助対象面積（140平方
メートル）の撤廃について

５　自然環境の保護・保全と開発について
⑴公共残土処分場について
⑵城山湖堰堤付近の開発について

６　県道48号（鍛冶谷相模原）の歩道設置について
７　圏央道の騒音対策について
８　湘南小学校の今後について

１　コミュニティバスの運行について
２　国道20号の歩道整備等について
３　県道521号（佐野川上野原）の野沢峠と㈱エノモト
工場地先の道路の改修について

４　市道八幡登里のごぼうぎ坂周辺約500メートルの間
の道路拡張について

５　不法投棄の対策について
６　鳥獣被害の対策について
７　市内公共施設の案内表示について

１　市道整備について
⑴市道伏馬田菅井及び市道西野々伏馬田の道路拡幅と
歩道設置について

⑵前川橋の補修について
２　県道整備及び津久井広域道路について
⑴県道76号（山北藤野）の藤野小学校から杉追分の
間、杉追分から菅井地区の間の道路拡幅及び歩道設
置、赤沢バス停付近の安全対策について

⑵県道520号（吉野上野原停車場）の新勝瀬橋から杉
追分の間の道路拡幅及び歩道設置について

⑶津久井広域道路の早期実現及び県道517号（奥牧野
相模湖）との接続地点の要望について

３　治山治水事業について
４　上水道整備について

１　公共下水道の整備について
２　安心して暮らせる道路網の整備について
３　内郷地区の観光資源の活用と整備について

１　公共交通機関等を利用した新市一体化への取り組み
について

２　森林の整備と林業振興について
３　千木良バイパスについて
４　市街化区域と市街化調整区域の区分を行うこと（線
引き）について

１　（仮称）下九沢大島線の事業計画について
⑴工事ルートについて
⑵地元説明会において出された意見と、その見解、内
容について

⑶事業の進捗状況について
⑷地元住民への説明会等の今後の予定について

２　道路整備について
⑴市道下九沢大島について
⑵県道48号（鍛冶谷相模原）について

３　放課後子どもプランについて
⑴大沢地区の児童クラブの現状について
⑵放課後子ども教室モデル事業の概要について
⑶放課後子ども教室モデル事業に係る地区の役割、地
区への要望について

１　市道淵野辺中和田の整備計画について
２　自転車が安全に走れる街づくりの推進について
⑴生活道路への通過車両の進入規制の考え方について
⑵車と自転車の走行レーンを区分する考え方について

３　道の駅について　
４　環境対策について

１　市道翠ヶ丘の道路整備について
２　都市計画道路相模原二ツ塚線の整備について
３　東林間駅東口の放置自転車対策について　　
４　東林間駅舎西側階段へのエスカレーターの設置につ
いて

５　相模原南警察署の移転について
６　東林小学校のトイレ補修について

１　粗大ごみについて
２　自治会加入の促進支援と各町内に100坪から200坪
程度の広場の設置について

３　小型こどもセンターの早期整備について　　

１　新市市民交流事業補助制度の継続と増額について
２　高齢者等の地域コミュニティ施設作りに向けた検討
機関の設置について

３　米軍ヘリコプター飛行に係る安全・安心対策の確立
について

１　県道52号（相模原町田）の拡幅計画の進捗状況及び
麻溝出張所・公民館、麻溝小学校の大規模改修について

１　自治会未加入者の加入促進について　
２　環境美化活動への協力者確保対策について
３　公民館の大規模改修について　　
４　小田急相模原駅周辺整備について
５　消費生活課の移転について

１　JR淵野辺駅北口階段への屋根の設置について　
２　上矢部4丁目1番角交差点への右折車線の設置について
３　JR矢部駅北口公衆便所前のスペースの撤去について
４　市道淵野辺境橋の歩道整備の進捗状況について
５　政令指定都市移行等に伴う財源について
６　県立相模原高等職業技術校跡地について

１　良好な住環境の保全について　
２　田名地区における公共交通整備について

１　政令指定都市移行に関連して　
２　住工混在地域の交通安全対策について
３　避難所運営訓練と防災訓練について

１　上溝地区内幹線道路２路線の信号機設置について
⑴県道508号（厚木城山）の作の口バス停付近交差点
（上溝1丁目4272－1番地先）
⑵市道横山磯部（上溝3131番地先）

２　消防団員の欠員対策について
３　JR相模線各駅への駅員の終日配置について
４　ちとせ橋交差点周辺の交差点改良について
５　鳩川の整備について

１　中央公民館の大規模改修について
２　相模原　美しい街並みを目指して
３　市役所周辺の駐車場について
４　政令指定都市移行について

１　旧県立相模原工業技術高等学校跡地の総合活用プロ
ジェクトの提案について

２　青葉小学校通学路の歩道拡張について
３　並木小学校と青葉小学校の通学路にある交差点及び
光が丘小学校の通学路にある交差点における横断歩道
設置について

４　地区社会福祉協議会拠点の拡充に伴う拠点整備費助
成金の追加措置について

５　放課後子ども教室について
６　市営住宅用地の草刈りについて

１　新戸踏切に接道する市道新戸111号の拡幅改良の整
備について

２　市道新戸相武台のトンネル拡幅再整備について
３　歩道整備について
⑴近江屋道の歩道設置について
⑵新戸踏切から新磯ふれあいセンター前までの歩道延
長整備について

４　市道の拡幅整備及び相模線ガードの拡幅について
⑴市道磯部90号の拡幅整備について
⑵市道磯部勝坂の相模線ガード先の拡幅整備及びガー
ドの拡幅改良等について

５　三段の滝広場（旧梅よし跡地）の整備等について
６　相模川河川の安全対策について
７　県立新磯高等学校の跡地利用について
８　米軍再編交付金について
９　地上デジタル放送について

１　上鶴間本町3丁目交番の設置について
２　米軍航空機の騒音測定及びその騒音処置について
３　政令指定都市移行について
４　特別会計と財政調整基金について
５　境川の浚渫について
６　自治会加入率について

１　南橋本一部地域の警察署管轄エリアの見直しについて
２　清新公民館駐車場の新設について
⑴清新小学校のグラウンドへの公民館用地下駐車場の
整備について

⑵国道16号の清新小学校側の側道を公民館専用駐車場
として利用することについて

３　市道南橋本弥栄荘の歩道拡幅と段差解消について
⑴歩道の拡幅について
⑵車道と歩道の段差の解消について

４　清新地区防災訓練におけるひばり放送について
５　通学路について

１　出張所管区見直しによる相武台地区活性化提案につ
いて

２　新たな交流の場としての大規模ホールの建設と出張
所・公民館の移設について

３　小田急相武台前駅近隣地区の側溝整備について
４　市道相武台47号のバリアフリー型歩道への整備促進
及びキャンプ座間内道路の相互利用について

１　相模総合補給廠及び小田急多摩線の延伸について
２　公民館の大規模改修及び増築について
３　境川増水に関する護岸対策の検討依頼
４　ひばり放送設置について
５　ひとり暮らし高齢者などの情報提供について
６　相模総合補給廠北側道路について
７　宮下地域の道路整備の促進状況について
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小　山

11/18 ㈫ 
 

地　区
（開催日） 議　　題　　名 地　区

（開催日） 議　　題　　名 地　区
（開催日） 議　　題　　名

毎年、市自治会連合会と相模原市が共催する『地域市政懇談会』が、平成20年度も各地区で開催され、地区自治会連合会単位の課題などについて、活発な議論が交わされました。
なお、今年も、相模原市から『政令指定都市移行及び新しい総合計画について』が各地区の共通の議題として提案されました。

今年も26箇所で地域市政懇談会を開催
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昭和
橋

新昭
和橋

昭和
橋

下溝

相武台下

新昭
和橋

高田橋高田橋

小倉橋小倉橋

新小倉橋新小倉橋
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原当麻原当麻

春を満喫しよう！！春を満喫しよう！！
相模湖

津久井湖

相模川

三段の滝

れんげの里
あらいそ

4/29（水・祝）
●場　所
県立相模湖公園・
相模湖ふるさとの森キャンプ場  
●問い合わせ
相模湖経済環境課
☎042-684-3211

4/4（土）午前10:00～午後4:00
5（日）午前10:00～午後3:00

●場　所
県立津久井湖城山公園　水の苑地、花の苑地
●問い合わせ
津久井湖さくらまつり実行委員会事務局
（城山総合事務所内）☎042-783-8066
津久井観光協会（津久井湖観光センター内）
☎042-784-64733/27（金）～4/5（日）

　　　　　　　　　　の10日間
●場　所
市営上大島キャンプ場内
点灯時間　午後6:00～午後8:00  
●問い合わせ
大沢地区さくらまつり実行委員会
市大沢出張所内　☎042-761-2610

4/29（水・祝）～
　　　5/5（火・祝）
●場　所
相模川河畔
（水郷田名高田橋上流）  
●問い合わせ
相模原市観光協会
相模原市中央2-11-15
市観光振興課内
☎042-769-8236

5/4（月・祝）・ 5/5（火・祝）
2日間とも午前10:00～午後4:00
●場　所
相模川新磯地区河川敷会場
（新戸、勝坂、上磯部、下磯部の4地区
による凧揚げ）  
●問い合わせ
相模原市観光協会
相模原市中央2-11-15
市観光振興課内
☎042-769-8236

4/5（日）～19（日）
式典開催日　4月12日（日）午前10:00から
●場　所
相模原市新戸・磯部地先（相模川沿い）
●問い合わせ
相模原市新磯出張所　☎046-251-0014
相模原市観光協会　☎042-769-8236

八景の棚

　

今
回
は
絵
手
紙
で
活
躍
さ

れ
る
、
大
沢
地
区
の
上
大
島

に
お
住
ま
い
の
中
里
千
津
子

（
な
か
ざ
と 

ち
づ
こ
）
さ
ん

で
す
。

公
民
館
を
ア
ン
テ
ナ
代
わ
り
に

専
業
主
婦
か
ら
の
転
身
で
す

　

私
は
、
団
塊
世
代
の
昭
和

23
年
生
れ
、
佐
賀
県
佐
賀
市

で
育
ち
ま
し
た
。
昭
和
46
年

５
月
か
ら
大
島
に
居
を
構

え
、
現
在
、
大
沢
公
民
館
の

広
報
委
員
と
し
て
13
年
目
を

む
か
え
ま
す
。

　

社
会
人
の
第
一
歩
は
、
佐

賀
市
内
で
事
務
の
仕
事
か
ら 44

始
ま
り
ま
し
た
が
、
横
浜
の
叔

父
を
頼
っ
て
神
奈
川
県
に
移
り

住
み
、
相
模
原
で
製
図
ト
レ
ー

ス
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
夫

と
は
、
そ
の
時
の
職
場
で
知
り

合
い
、
結
婚
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
出
産
、
退
職
し
、
し
ば
ら

く
の
間
専
業
主
婦
と
し
て
奮
闘

し
ま
し
た
。

　

子
育
て
が
落
着
く
と
、
市
役

所
で
バ
ス
添
乗
の
パ
ー
ト
を
掛

け
持
ち
、
平
成
８
年
か
ら
は
、

非
常
勤
の
公
民
館
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
大
沢
公
民
館
が
改
築
す
る

ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
事
業
を
通
じ
て
、

職
員
の
方
々
を
含
め
大
勢
の
人

と
知
り
合
い
、
広
く
深
く
地
域

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
私
自
身
が

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

奮
闘
す
る
私
に
地
域
は
と
て
も

温
か
か
っ
た
で
す

　

当
時
の
相
模
原
は
、
非
常
に

寂
し
い
と
こ
ろ
で
、
故
郷
を
恋

し
く
思
っ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、

『
歴
史
は
浅
い
け
ど
、
期
待
で

き
る
市
』
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
何
と
言
っ
て
も

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
恵
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
。
嫁
い

だ
当
初
は
、「
ど
こ
の
嫁

だ
。」
と
言
わ
れ
な
が
ら
も

温
か
く
受
け
入
れ
て
も
ら

え
て
、
本
当
に
多
く
の
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

子
育
て
の
真
っ
只
中

で
、
地
域
の
役
職
へ
の
依

頼
も
多
々
あ
り
「
何
も
や
ら
な

い
で
お
断
り
す
る
よ
り
は
、
と

り
あ
え
ず
一
年
だ
け
で
も
頑
張

っ
て
み
よ
う
。」
を
心
情
に
お

受
け
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

地
域
で
最
初
の
お
役
は
、
青

少
年
指
導
員
で
し
た
。
当
時
の

大
沢
地
区
青
少
協
会
長
で
あ
り

郷
土
史
家
の
故
笹
野
氏
の
ご
指

導
で
地
区
の
遺
跡
等
も
見
て
歩

き
ま
し
た
。　

　

さ
ら
に
、
民
生
委
員
も
受
け

た
こ
ろ
は
、
掛
け
持
ち
の
仕
事

を
や
り
繰
り
し
な
が
ら
の
日
々

で
し
た
。「
地
域
を
知
る
」
こ

と
で
、
土
地
へ
の
愛
着
も
湧
い

て
、
今
で
は
夫
の
方
が
他
所
か

ら
来
た
人
の
よ
う
で
す
。（
笑
い
）

絵
手
紙
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
応
援
を
し
て
い
ま
す

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

当
初
、
愛
好
家
の
絵
手
紙
を
車

内
に
掲
示
し
、
運
行
を
支
援
し

た
こ
と
が
ご
縁
で
、
運
行
協
議

会
の
一
員
と
し
て
の
お
役
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

昨
夏
も
運
行
存
続
の
危
機
に

迫
っ
た
た
め
、
北
の
丘
セ
ン
タ
ー

で
絵
手
紙
展
を
開
催
し
、
大
勢
の

参
加
者
に
よ
る
手
作
り
の
ハ
ー

ブ
入
り
交
通
安
全
お
守
り
を
訪

れ
た
方
々
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

願
い
が
か
な
い
、“
せ
せ
ら

ぎ
号
〟（
ミ
ニ
バ
ス
の
愛
称
）が
、

地
域
を
走
る
と
聞
き
、
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

絵
手
紙
と
の
出
会
い
は
？

絵
手
紙
っ
て
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

　

あ
る
日
ふ
ら
り
と
出
か
け
た

展
覧
会
で
、
絵
手
紙
の
創
始
者

と
言
わ
れ
る
＂
小
池
邦
夫
＂
氏

か
ら
、「
花
は
赤
い
う
ち
、
心

は
熱
い
う
ち
」
と
書
か
れ
た
サ

イ
ン
を
い
た
だ
き
、
も
の
す
ご

く
感
動
し
ま
し
た
。
氏
は
一
年

間
で
六
万
枚
の
絵
を
描
く
と
い

う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
方
で

す
。
毎
日
210
枚
以
上
描
か
な
い

と
６
万
枚
に
は
な
り
ま
せ
ん
か

ら
、
大
変
な
精
神
力
で
す
。

　

絵
手
紙
の
世
界
へ
は
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
平
成
15
年
に

講
師
の
資
格
を
取
得
後
、
相
模

原
市
高
齢
者
初
歩
教
養
講
座
の

絵
手
紙
担
当
講
師
と
し
て
４
年

間
指
導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

絵
手
紙
と
は
、
ハ
ガ
キ
に
墨

で
絵
を
描
い
て
色
を
加
え
、
季

節
感
溢
れ
る
言
葉
を
添
え
る
も

の
で
す
。

　

そ
の
『
極
意
』
は
、
絵
を
大

き
く
は
み
出
す
よ
う
に
描
き
、

ん
の
原
点
で
す
。
大
沢
地
域

の
歴
史
、
現
在
の
状
況
、
そ

し
て
将
来
に
つ
い
て
、
常
に

探
究
心
、
好
奇
心
を
抱
く
姿

勢
に
は
感
心
す
る
ば
か
り
で

す
。

　

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
の
活
動

の
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
利
用
者
増
に
向
け
、
積

極
的
に
取
り
組
み
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
大
沢
地
区
自
治
会
連
合
会

会
長　

八
木　

次
夫
）

め
て
い
ま
す
。
と
言
い
つ
つ
も
、

現
在
150
人
近
い
受
講
生
を
含
む

愛
好
家
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い

こ
と
を
あ
れ
こ
れ
考
え
た
り
、

描
い
た
り
し
て
い
る
と
つ
い
つ

い
夜
更
し
し
て
し
ま
い
慢
性
の

睡
眠
不
足
で
す
。

　

血
液
型
は
飽
き
っ
ぽ
い
Ｏ
型

な
ん
で
す
け
ど
ね
。（
笑
い
）

今
後
、
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
？

　

心
の
引
き
出
し
の
中
身
作
り

を
す
る
時
間
を
大
切
に
し
た
い

で
す
。
美
術
館
等
を
訪
れ
た
り
、

孫
２
人
と
の
絵
手
紙
タ
イ
ム
が

最
高
の
楽
し
み
で
す
。
不
思
議

な
色
使
い
や
、
迷
い
の
な
い
線

の
引
き
方
は
、
と
て
も
興
味
深

く
、
気
持
ち
の
起
伏
も
絵
で
分

か
り
ま
す
。

　

今
、
一
番
の
夢
は
、
80
歳
ま
で

に
６
万
枚
を
目
標
に
描
く
こ
と
。

　

と
り
あ
え
ず
今
年
も
、
一
年

間
一
〇
〇
〇
通
以
上
の
絵
手
紙

発
信
を
楽
し
み
ま
す
。

推
薦
者
の
一
言

　
『
地
域
を
知
る
。』
が
中
里
さ

見
え
な
い
部
分
を
想
像
し
、
お

互
い
が
そ
の
心
を
つ
な
ぎ
合
う

こ
と
で
す
。
絵
手
紙
は
作
品
で

は
な
く
、
添
え
る
文
字
に
は
制

約
も
な
い
便
り
で
す
か
ら
、「
ヘ

タ
で
い
い
、
ヘ
タ
が
い
い
」
の

精
神
で
、
い
か
に
短
い
文
章
で

ス
ト
レ
ー
ト
に
思
い
を
伝
え
る

か
が
醍
醐
味
で
す
。
ま
た
、
手

紙
を
待
つ
想
い
と
、
ハ
ガ
キ
に

貼
る
切
手
を
選
ぶ
こ
と
も
魅
力

の
一
つ
で
す
。

　

我
が
家
に
も
自
作
の
印
（
落

款
）
を
押
し
た
古
風
な
巻
紙
や
、

心
の
こ
も
っ
た
個
性
豊
か
な
絵

手
紙
が
全
国
か
ら
届
き
ま
す
。

健
康
面
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

正
直
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
誕
生
日
が
近
づ
く
と

体
調
不
良
に
陥
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
還
暦
を
過
ぎ
て
か
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。（
笑
い
）

　

あ
る
方
か
ら
「
あ
な
た
が
お

休
み
を
と
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん

の
楽
し
み
を
奪
う
こ
と
で
す
。」

と
諭
さ
れ
た
言
葉
を
深
く
心
に

留
め
て
、
絵
手
紙
の
普
及
に
努

地域の足の応援に…

個性豊な作品の数々

ご協賛ありがとうございました。
　相模原市自治会連合会創立40周年記念事業の実施にあたり、次の方々から協賛金を
いただきました。
　ご協賛いただいた皆様に心から感謝申し上げます。

協賛者ご芳名
相模原市印刷広告協同組合　様 相模原資源回収事業協会　様 相模原市商店会連合会　様
相模原事務用品協同組合　様 相模原市社会福祉協議会　様

真鶴半島　一望閣　様 伊豆バイオパーク　様 箱根湯本温泉　箱根パークス吉野　様
割烹旅館　藤元　様
東典礼　様 伊藤典範　様 片倉葬祭店　様
サン･ライフ相模斎場　様 式典さがみの　様 柴崎葬祭社　様
清新セレモニー　様 セレモニーホール永田屋　様 千代田相模原ホール　様
中央祭典　様 橋本駅前メモリアルホール　様 やすらぎセレモニー　様
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司
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私
た
ち
の
相
武
台
地
区
は
、
市

の
南
東
部
に
位
置
し
、
座
間
市
と

キ
ャ
ン
プ
座
間
に
隣
接
す
る
地
域

で
、
小
田
急
相
武
台
駅
周
辺
地
域

と
大
規
模
集
合
住
宅
地
域
に
二
分

さ
れ
て
い
ま
す
。
居
住
形
態
の
違

い
か
ら
地
域
が
抱
え
る
課
題

は
多
岐
に
渡
り
、
自
治
会
長

の
仕
事
は
煩
雑
で
す
が
会
員

皆
様
と
協
力
し
進
め
て
い
ま

す
。相

武
台
地
区
が
特
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
活

動
の
一
つ
に
「
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
推
進
活
動
」
が

あ
り
ま
す
。平
成
18
年
に「
市

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
相
武
台
支
部
」
が

組
織
さ
れ
、
防
犯
活
動
・
交

通
安
全
活
動
の
統
合
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
相
武
台
で
は
さ

ら
に
防
災
活
動
を
含
め
、
防

犯
・
交
通
安
全
・
防
災
各
活

動
の
垣
根
を
越
え
、
地
域
の

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
地
域
内
パ
ト
ロ

ー
ル
や
の
ぼ
り
旗
掲
示
な
ど
の
啓

平
成
20
年
の
相
原
ふ
る
さ
と
祭

り
は
、
例
年
と
一
味
違
っ
た
祭
り

で
し
た
。
そ
れ
は
念
願
だ
っ
た
半

て
ん
の
お
披
露
目
が
で
き
た
こ
と

で
す
。

今
年
で
32
年
目
の
こ
の
お
祭
り

も
、
町
内
運
動
会
か
ら
端
を
発
し
、

平
成
に
な
っ
て
か
ら
現
在
の
形
に

な
っ
た
も
の
で
、
立
ち
上
げ
に
際

し
、
当
時
の
自
治
会
役
員
、
関
係

団
体
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
は
、
大

変
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
番
の
特
色
は
、〝
歩
行
者
天
国
〞

が
あ
る
こ
と
で
す
。
揃
い
の
着
物

で
踊
り
の
パ
レ
ー
ド
、
各
種
団
体

の
行
列
、
そ
し
て
山
車
三
台
、
神

輿
三
基
が
祭
り
を
最
高
潮
に
盛
り

上
げ
ま
す
。
場
内
で
は
、
商
栄
会

の
演
芸
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
し
て

い
ま
す
。

中
学
生
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
頑

張
り
、
町
内
の
連
帯
感･

友
好･

協
働
等
が
渦
を
巻
い
て
時
間
を
共

有
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
歴
代
の
祭
り
実
行
委

員
の
人
た
ち
の
願
い
で
あ
っ
た
私

た
ち
の
〝
祭
り
半
て
ん
〞
が
購
入

で
き
た
の
で
す
。

伝
統
、
引
き
継
が
れ
る
も
の
、

先
人
た
ち
の
積
み
重
ね
て
き
た
努

力
と
、
自
治
会
の
発
展
、
充
実
を

祭
り
半
て
ん
に
し
み
込
ま
せ
て
リ

レ
ー
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

小
田
急
線
相
模
大
野
駅
南
口
の

ロ
ー
タ
リ
ー
に
丸
い
輪
の
形
を
し

た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

よ
く
見
る
と
、
そ
の
輪
を
横
切
る

六
羽
の
鶴
が
配
置
さ
れ
、
大
野
南

地
区
は
、
そ
の
昔
、
鶴
が
舞
う
土

地
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。

当
地
区
は
、
昭
和
13
年
に
小
田

急
電
鉄
が
駅
を
開
業
し
、
ま
た
、

駅
東
側
の
国
道
16
号
線
も
整
備
さ

れ
た
た
め
、
交
通
の
利
便
が
向
上

し
、
市
の
南
玄
関
口
と
し
て
著
し

く
発
展
し
ま
し
た
。
特
に
、
駅
前

は
商
業
の
ま
ち
と
し
て
多
く
の
人

た
ち
が
行
き
交
う
場
所
と
な
り
ま

し
た
。

地
区
に
は
、
二
つ
の
公
民
館
区

が
あ
り
、
東
京
都
と
の
境
界
に
な

る
「
境
川
」
近
辺
を
上
鶴
間
公
民

館
区
、
出
張
所
の
あ
る
南
合
同
庁

舎
近
辺
を
大
野
南
公
民
館
区
と
し

て
い
ま
す
。

上
鶴
間
公
民
館
区
は
、
神
社
が

多
く
、
歴
史
の
あ
る
地
域
で
す
。

地
名
に
あ
る
「
鶴
」
は
、
こ
の
地

が
鶴
の
成
育
に
適
し
た
湿
地
帯
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
報  

さ
が
み
は
ら

●
編
集
委
員

金
山　

勝
郎　

八
木　

次
夫

 

（
橋　

本
） 

（
大　

沢
）

金
子　

匡
甫　

藤
井　
　

保

 

（
東　

林
） 

（
城　

山
）

武
井　

弘
吉　

笹
野　

賢
司

 

（
小　

山
） 

（
星
が
丘
）

原　
　

照
司　

宍
倉　

武
美

 

（
橋　

本
） 

（
大　

沢
）

関
田　

俊
明　

吉
光
寺
敏
男

 

（
上　

溝
） 

（
相
武
台
）

小
峰　
　

武　

安
田　

良
夫

 

（
相
模
湖
町
） 

（
藤
野
町
）

津
久
井
町
地
区
は
、
緑
豊
か
な

山
々
と
清
流
の
自
然
に
恵
ま
れ
、

様
々
な
地
域
文
化
を
育
み
歴
史
を

刻
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
平
成
18
年
３
月
に
50
年
の

歴
史
あ
る
津
久
井
町
は
地
域
の
繁

栄
を
託
し
、
相
模
原
市
と
合
併
を

致
し
ま
し
た
。

自
治
会
組
織
も
行
政
の
合
併
に

な
ら
い
、
津
久
井
地
域
の
旧
四
町

の
連
合
組
織
も
そ
れ
ぞ

れ
相
模
原
市
自
治
会
連

合
会
に
加
入
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

さ
て
平
成
20
年
度
の

地
区
連
の
活
動
と
し
て

は
、
広
域
的
な
自
然
災

害
に
対
応
す
べ
く
、
自

治
会
、
行
政
、
消
防
署
、

消
防
団
の
四
者
で
情
報

交
換
会
を
開
催
し
、
各

自
の
役
割
や
情
報
伝
達

方
法
の
確
認
等
相
互
理

解
を
深
め
ま
し
た
。
ま

た
、
市
社
協
の
賛
助
会

員
募
集
に
加
え
、
地
区

社
協
の
九
支
部
活
動
振

興
費
を
募
っ
て
支
部
社

協
に
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
丹
精
こ
め
て
育
て
た

農
作
物
の
収
穫
期
に
野
生
の
猿
に

よ
る
被
害
が
多
発
し
、
こ
の
対
応
に

つ
い
て
県
知
事
、
県
議
会
議
長
に

要
望
、
陳
情
を
行
い
、
抜
本
的
な

解
決
へ
の
ご
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

相
模
原
市
も
70
万
市
民
を
擁
す

る
自
治
体
と
し
て
政
令
指
定
都
市

を
目
指
し
諸
手
続
き
が
粛
々
と
進

め
ら
れ
、
新
た
な
都
市
の
創
造
に

大
き
な
期
待
を
致
す
と
共
に
、
市

自
治
会
連
合
会
の
一
員
と
し
て

「
自
治
は
笑
顔
と
協
働
か
ら
」
の

精
神
の
も
と
、
更
な
る
努
力
を
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

祭
り
半
て
ん
に

願
い
を
込
め
て

　

橋
本
地
区
自
治
会
連
合
会

　
　

相
原
連
合

会　

長　

草
野
　
　
寛

﹁
自
治
会
報　

さ
が
み
は
ら
﹂
は
、

皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活
動
・

話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（
☎
０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９

E-mail:info@sagamihara-jichiren.ne.jp

）へ

ご
案
内
と
お
願
い

自
然
と
共
生
し
た

ま
ち
づ
く
り

 
津
久
井
町
地
区
自
治
会
連
合
会

会	

長　

小
野
沢
良
雄

『
ビ
ル
の
谷
間
に

鶴
を
見
た
。』

　

大
野
南
地
区
自
治
会
連
合
会

会　

長　

川
上
　
裕
男

昭
和
30
年
代
に
大
規
模
な
団
地
が

建
築
さ
れ
て
か
ら
、
首
都
圏
の
ベ

ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、
人
口
が
急

増
し
ま
し
た
。
現
在
も
農
地
が
散

在
し
て
い
る
た
め
、
ま
だ
ま
だ
人
口

集
積
の
余
地
を
残
し
て
い
ま
す
。

大
野
南
公
民
館
区
も
上
鶴
間
と

同
様
に
、
都
市
基
盤
が
整
備
さ
れ
、

駅
前
は
商
業
地
で
あ
り
ま
す
が
、

徒
歩
圏
内
に
学
校
施
設
が
多
く
あ

り
、
良
好
な
文
教
環
境
も
整
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
か
つ
て
の
米
軍
医
療
施

設
の
跡
地
に
は
、
住
宅
・
商
業
・

公
園
・
学
校
・
文
化
施
設
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
野
南
地
区
は
、

住
宅
地
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い

ま
す
が
、
人
口
の
異
動
が
多
く
、

郷
土
意
識
の
醸
成
が
難
し
い
地
区

で
も
あ
り
ま
す
。

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
も
、
温

度
差
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん

が
、
子
々
孫
々
に
よ
い
生
活
環
境

を
残
し
て
い
く
の
が
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
の
責
任
だ
と
思
い
ま

す
。
課
題
に
よ
っ
て
は
、
自
治
会

だ
け
で
は
、
解
決
出
来
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、

さ
ら
に
行
政
と
良
好
な
協
働
関
係

を
構
築
し
、
実
効
的
な
自
治
会
活

動
を
展
開
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

発
活
動
が
中
心
で
す
が
、
今
年
度

は
地
区
合
同
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。「
煙
・
震
度
体
験
、
初

期
消
火
訓
練
、
仮
設
ト
イ
レ
組
立

訓
練
」
な
ど
、
消
防
職
員
の
指
導

に
よ
り
、
約
300
名
の
自
治
会
員
が

熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
日
頃

か
ら
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
は
と

て
も
重
要
で
、
大
変
貴
重
な
体
験

に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
地
域
住
民
が

笑
顔
で
過
ご
せ
る
相
武
台
を
目
指
し

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち

相
武
台
へ
向
け
て

　

相
武
台
地
区
自
治
会
連
合
会

会		

長　

丸
塚
　
幾
男

H20.10.19「市民と市長が語る会」

子どもも大人も日ごろから…

自治会の発展・充実を込めて

今も飛んでいる六羽の鶴

て
し
ま
っ
た
た
め
、
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
村
の
資
料
に
よ
り

ま
す
と
、
文
政
10
年
（
一
八
二
七
）

に
は
既
に
久
保
沢
観
音
堂
の
名
前

　

観
音
堂
は
、
久
保
沢
の
街

並
み
を
見
下
ろ
す
小
高
い
所

に
あ
り
、
聖
観
音
が
祀
ら
れ

る
津
久
井
三
十
三
个
所
観
音

霊
場
の
五
番
札
所
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
観
音
堂
の
起
源
は
、

堂
持
ち
の
桂
昌
寺
が
明
治
39
年

（
一
九
〇
六
）の
火
災
で
類
焼
、

寺
保
存
の
各
資
料
も
焼
失
し

が
記
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
し
て
、

そ
の
歴
史
は
古
く
、

当
時
か
ら
久
保
沢

住
民
の
信
仰
を
集

め
て
い
た
も
の
と

推
察
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
明
治
11

年
（
一
八
七
八
）
に

桂
昌
寺
住
職
﹁
山
本

渓
山
﹂
が
、
こ
の
堂

宇
に
百
体
観
音
を
祭
る
こ
と
を
計

画
、
改
築
す
る
と
と
も
に
、
近
郷

近
在
の
篤
志
家
に
寄
付
を
募
り
、

西
国
三
十
三
観
音
霊
場
、
坂
東

三
十
三
観
音
霊
場
、
秩
父
三
十
四

観
音
霊
場
の
ご
本
尊
を
点
描
彫
刻

し
、
安
置
し
ま
し
た
。
こ
の
百
体

観
音
の
彫
刻
は
、
信
州
高
遠
の
石

工
﹁
北
原
祥
重
﹂
の
手
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
、
百
体
完
成
ま
で
に
実

に
16
年
の
歳
月
を
要

し
て
お
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
明
治

10
年
に
始
ま
り
、
同

27
年
に
完
成
、
安
置

さ
れ
、
同
年
４
月
に

渓
山
が
願
主
と
な
り
、

点
眼
総
供
養
が
執
行

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
長
い

年
月
と
多
く
の
費

用
、
苦
労
を
重
ね
て
作
成
、
安
置

さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
久
保

沢
住
民
の
厚
い
信
仰
に
守
ら
れ
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
西
国
三
十
三

観
音
霊
場
は
、
10
世
紀
頃

﹁
花
山
法
皇
﹂（
九
八
六
～

一
〇
〇
八
）
が
始
め
ら
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
第
一
番
札
所
は
、
和
歌
山

勝
浦
の
青
岸
渡
寺
で
、
ご
本
尊
は
、

如
意
輪
観
世
音
菩
薩
で
す
。

　

次
に
、
坂
東
三
十
三
観
音
霊
場

は
、
13
世
紀
か
ら
14
世
紀
に
か
け

て
成
立
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、

第
一
番
札
所
は
、
鎌
倉
の
杉
本
寺
、

ご
本
尊
は
十
一
面
観
音
菩
薩
で
す
。

　

秩
父
三
十
四
観
音
霊
場
は
、
15

世
紀
末
に
成
立
し
た
も
の
と
さ

れ
、
第
一
番
札
所
は
秩
父
妙
音
寺

で
、
ご
本
尊
は
観
世
音
菩
薩
で
す
。

　

こ
の
観
音
様
は
、
60
年
に
一
度

廻
っ
て
く
る
甲
午
年
﹁
開
眼
総
供

養
の
明
治
27
年
（
一
八
九
四
）
を

基
と
す
る
。﹂
の
大
開
帳
、
十
二

年
に
一
度
の
毎
午
年
の
本
開
帳
、

そ
の
中
間
の
六
年
目
の
子
年
の
半

開
帳
、
そ
れ
か
ら
﹁
お
く
ん
ち
﹂

と
い
わ
れ
る
毎
年
10
月
の
９
の
つ

く
日
、
す
な
わ
ち
初
く
ん
ち
（
９

日
）、
中
く
ん
ち
（
19
日
）、
し
ま

い
く
ん
ち
（
29
日
）
を
縁
日
と
し

て
い
ま
す
。

　

皆
様
も
開
帳
の
際
に
は
、
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。　

　

こ
の
堂
宇
管
理
は
、
久
保
沢
衆

持
ち
と
し
て
、
代
々
若
衆
頭
（
村

落
長
）
の
指
揮
の
も
と
に
管
理
保

存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
の
堂
宇
は
、
昭
和

38
年
（
一
九
六
三
）
に
大
改
築
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
自
治
会
の
集

会
場
を
兼
ね
歴
代
の
自
治
会
長
が

指
揮
を
執
り
、
管
理
保
存
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
（
二
〇
〇
四
）

４
月
以
降
は
、
大
正
寺
観
音

堂
保
存
会
と
し
て
正
式
発
足
、

大
正
寺
住
職
管
理
下
に
置
か

れ
、現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

（
資
料
提
供
者　
故 

島
崎
宣
明
氏
）

久保沢観音堂

久保沢百体観音

津久井　万寿山大正寺久保沢観音堂

久保沢観音堂
聖観世音菩薩


